
平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
三
九

【
抄
録
】

　

本
論
で
は
、
平
安
時
代
の
女
性
た
ち
と
仏
教
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た
い
。
そ
の
問
題
を
論
じ
る
上
で
こ
れ
ま
で
重
要
と
さ
れ
て
き
た
の
が

「
五
障
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
五
障
と
は
、
女
性
が
も
っ
て
い
る
「
五

つ
の
障
害
」
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
五
障
は

『
法
華
経
』
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
、
従
来
か
ら
、「
女
は
仏
に
な
れ
な

い
、
男
は
仏
に
な
れ
る
」
と
い
う
女
性
差
別
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
問
題
は
、
現
代
社
会
に
横
た
わ
る
男

女
間
の
差
異
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
を
通
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
平
安
時
代
の
女
性
た
ち
が
自
ら
を 

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の

か
と
い
う
問
題
へ
の
理
解
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
①
仏
教
経
典

や
教
義
書
に
記
さ
れ
て
い
る
五
障
と
い
う
言
葉
の
意
味
、
②
平
安
時
代
の

願
文
に
記
さ
れ
た
五
障
に
つ
い
て
の
再
考
察
。
以
上
の
二
点
を
中
心
に
、

平
安
時
代
の
女
性
た
ち
が
担
っ
て
い
た
仏
教
的
な
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
女
性
、
仏
教
、
誓
願

は
じ
め
に

　

元
慶
七
年
（
八
八
三
）
三
月
、
一
人
の
女
性
が
亡
き
両
親
の
供
養
と
自

ら
の
逆
修
の
た
め
に
『
法
華
経
』
講
説
の
法
会
を
開
き
、
文
人
官
僚
菅
原

道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
に
願
文
の
作
成
を
依
頼
し
た
。
①
「
式
部
大

輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
の
為
の
逆
修
の
功
徳
の
願
文
」（『
菅
家
文
草
』
巻

第
十
一
）
と
題
さ
れ
た
願
文
の
中
で
、
彼
女
は
自
ら
の
孤
独
な
身
の
上
を

平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て

 ―
―

 

願
文
を
中
心
に ―

―
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一
四
〇

「
道
の
三
塗
、
身
の
五
障）

1
（

」
と
述
べ
、
仏
の
救
済
を
願
っ
た
。

　
「
三
塗
」
は
三
悪
道
（
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
）、「
五
障
」
は
悟
り
へ
の

障
害
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
五
障
を
め
ぐ
っ
て
、
仏
教
と
女
性
と
い
う
観

点
か
ら
仏
教
学
・
歴
史
学
・
社
会
学
な
ど
様
々
な
分
野
で
議
論
が
な
さ
れ

て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
五
障
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
で
は
、
女
性

が
な
れ
な
い
五
つ
の
位
（
梵
天
・
帝
釈
天
・
魔
王
・
転
輪
聖
王
・
仏
）
を

指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
仏
教
は
女
性
を
救
済
の
対
象
と

は
し
な
い
と
い
う
女
性
差
別
観
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
提
婆
達
多
品
に
は
、
女
性
が
男
性
に
変
成
す
る
こ
と

で
悟
り
を
得
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
身
の
ま
ま
で
は
成
仏
で

き
な
い
と
い
う
、
成
仏
か
ら
疎
外
さ
れ
る
女
性
像
を
描
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。

　

日
本
で
は
仏
教
伝
来
後
、
女
性
仏
教
者
に
よ
る
積
極
的
な
救
済
活
動
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
家
父
長
的
家
族
観
や
女
性
不
浄

観
が
成
立
し
、
女
性
は
育
児
や
家
事
に
携
わ
る
べ
き
と
い
う
儒
教
的
道
徳

観
の
下
に
置
か
れ
、
積
極
的
に
仏
教
に
関
わ
る
機
会
が
失
わ
れ
て
い
っ
た

と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、『
法
華
経
』
提
婆
達

多
品
の
五
障
や
変
成
男
子
と
い
っ
た
考
え
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
仏
教
は
女
性
を
救
済
対
象
と
し
て
認
め
て
い
る
と
い
う
議
論
も

な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
多
く
は
、
教
団
・
祖
師
・
教
学
が
女
性
は
五
障

を
備
え
て
い
る
と
は
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
仏
教
は
女
性
の
成
仏
を

認
め
て
い
る
と
い
う
見
方
、
つ
ま
り
五
障
と
い
う
女
性
蔑
視
観
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
を
た
く
み
に
教
団
に
取
り
込
ん
で
き
た
と
い
う

評
価
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た）

2
（

。

　

と
こ
ろ
が
、「
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
の
為
の
逆
修
の
功
徳
の

願
文
」
の
よ
う
な
平
安
期
の
願
文
に
目
を
通
す
と
、
女
性
自
身
が
、
五
障

や
変
成
男
子
後
の
成
仏
を
は
じ
め
と
し
た
女
性
蔑
視
と
見
な
さ
れ
て
い
た

文
言
を
積
極
的
に
用
い
て
、
仏
へ
の
救
済
を
願
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

か
ざ
る
を
え
な
い
。
で
は
な
ぜ
女
性
自
身
が
女
性
差
別
的
と
さ
れ
て
き
た

文
言
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
五
障
は
果
た
し
て

女
性
差
別
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
去
の
人
々
は
、
男
女
間
に
は
成

仏
を
得
る
過
程
で
差
異
が
あ
り
、
ま
た
女
性
自
身
も
自
ら
男
性
に
比
べ
て

劣
位
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
女
性
と
仏
教
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
そ
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
五
障
の
仏
教
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
平
安
期

の
願
文
に
記
さ
れ
た
五
障
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
女
性

自
身
が
五
障
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
仏
教
的
役
割
に
ど
の

よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

第
一
章　

仏
典
に
み
る
五
障
観

　

②
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
九
月
二
十
五
日
「
安
氏
諸
大
夫
先
妣
の
為



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
四
一

の
法
華
会
を
修
す
る
願
文
」（『
菅
家
文
草
』
巻
第
十
一
）
は
、
願
主
安
倍

宗
行
が
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
死
去
し
た
母
多
治
氏
の
た
め
に
『
法
華

経
』
書
写
と
講
説
を
行
っ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
は
菅

原
道
真
に
依
頼
さ
れ
た
。

弟
子
先
妣
多
治
氏
、
平
生
よ
り
弟
子
等
に
謂
ひ
て
曰
く
、
夫
れ
生
死

は
不
住
な
り
。
人
の
死
を
悪
む
が
為
に
其
の
輪
廻
を
輟
め
ず
。
苦
楽

は
無
常
な
り
、
世
の
楽
を
欲
う
が
為
に
其
の
分
断
を
留
め
ず
。
又
生

の
生
た
る
所
以
や
、
天
地
に
始
ま
り
、
父
母
に
終
う
。
報
施
量
る
べ

か
ら
ず
、
恩
愛
断
つ
こ
と
能
わ
ず
。
是
を
以
て
余
れ
将
に
身
口
を
節

し
て
以
て
十
方
の
衆
僧
を
供
養
し
、
肌
膚
を
刻
し
て
以
て
一
乗
の
妙

典
を
荘
厳
せ
ん
と
す
。（
中
略
）
我
昔
報
恩
の
為
に
宿
心
有
り
。
汝

先
づ
之
を
識
れ
。
汝
今
老
を
祝
う
が
為
に
新
し
き
慮
り
有
り
。
我
既

に
聞
け
り
。
事
須
く
心
を
善
報
に
帰
し
、
道
を
真
如
に
仮
る
べ
し
。

我
汝
に
因
て
以
て
我
が
心
を
遂
げ
ん
。
汝
我
に
因
て
以
て
汝
が
志
を

言
え
と
。（
中
略
）
伏
し
て
原
ぬ
る
に
、
先
妣
尊
体
乖
和
し
た
ま
い

し
よ
り
始
め
、
終
に
温
顔
の
冷
き
に
就
き
た
ま
う
に
至
る
ま
で
、
遺

訓
存
せ
り
。（
中
略
）
先
妣
昔
利
他
を
以
て
意
と
為
し
た
ま
い
き
。

今
則
ち
自
利
を
兼
ね
た
ま
う
べ
し
。
弟
子
始
め
に
生
を
事
う
る
を
以

て
宗
と
為
し
き
。
今
則
ち
死
に
事
う
る
を
専
一
と
す
。
然
れ
ば
則
ち

元
を
元
め
本
に
本
づ
く
。
先
妣
の
祖
孝
、
速
に
菩
提
に
証
し
、
有
親

有
尊
、
弟
子
の
先
君
、
共
に
正
覚
を
成
さ
ん
こ
と
を
。
乃
至
天
の
有

生
、
生
の
無
骨
、
地
の
含
気
、
気
の
不
形
、
不
親
不
疎
、
同
じ
く
福

果
を
攀
き
、
大
と
無
く
小
と
無
く
、
共
に
良
因
を
受
け
ん
。

　

願
文
は
、
母
が
一
切
衆
生
（
前
世
の
父
母
）
に
対
し
、『
法
華
経
』
書

写
・
講
説
と
い
う
方
法
で
報
恩
を
行
い
た
い
と
い
う
願
意
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
、
母
子
の
対
話
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
母
の
考
え
る
真
の
報
恩

と
は
、
儒
教
的
な
方
法
で
は
な
く
、
仏
教
的
な
利
他
行
に
よ
っ
て
か
な
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）

3
（

。
し
か
し
母
の
死
に
よ
っ
て
母
は
現
世
で
利
他
行

を
行
う
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
子
が
母
の
利
他
行
を
継
承
す
る

こ
と
に
な
る
。
母
と
子
の
対
話
と
い
う
形
式
で
記
さ
れ
る
の
は
、
道
真
が

作
成
す
る
願
文
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
叙
述
に
よ
っ

て
、
母
は
子
に
利
他
行
を
行
わ
せ
悟
り
へ
向
か
わ
せ
る
役
割
が
あ
る
の
だ

と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
五
障
が
記
さ
れ
た
願
文
も
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が
上
述
し
た
①

「
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
室
家
命
婦
の
為
の
逆
修
の
功
徳
の
願
文
」
で
あ
る
。

こ
の
願
文
は
「
藤
原
朝
臣
某
子
」
と
い
う
女
性
が
、
亡
き
父
母
そ
れ
ぞ
れ

の
た
め
に
『
法
華
経
』
二
部
を
書
写
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
逆
修
を

行
っ
た
と
き
も
の
で
あ
る
。

弟
子
重
ね
て
願
を
発
し
て
曰
く
、
生
有
り
、
老
有
り
、
病
有
り
、
死

有
り
。
山
を
抜
き
日
を
倒
に
す
と
も
、
地
逃
る
る
は
無
し
。
弟
子
祀

を
閨
房
に
歴
た
り
、
脂
粉
の
春
早
く
去
り
ぬ
。
籌
を
帷
帳
に
運
ら
せ

り
、
綺
羅
の
暁
留
め
難
し
。
毎
に
前
途
を
想
う
に
、
言
泗
倶
に
下
る
。
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将
に
後
事
を
属
せ
ん
と
す
る
に
、
一
も
生
ず
る
所
無
し
。
道
の
三
塗
、

身
の
五
障
、
誠
に
哀
れ
む
べ
し
。
是
故
に
我
今
唯
一
心
を
発
し
、
三

宝
に
帰
依
す
。（
中
略
）
猗
歟
、
奉
行
耳
に
盈
て
る
は
、
常
楽
我
浄

に
非
ざ
る
は
無
し
。
随
喜
心
に
欣
ぶ
は
、
皆
是
れ
菩
提
薩
埵
。

　

こ
の
願
文
は
、
仏
教
書
以
外
で
五
障
が
記
さ
れ
た
史
料
と
し
て
は
初
見

に
あ
た
る
。
願
主
は
父
母
の
成
仏
の
た
め
に
『
法
華
経
』
書
写
・
講
説
を

誓
う
が
、
自
ら
は
子
が
い
な
い
こ
と
で
②
の
願
文
の
よ
う
な
親
か
ら
子
へ

の
利
他
行
の
継
承
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
子
が
行
う
べ
き
報
恩
と
し

て
の
仏
教
的
作
善
を
自
ら
の
「
逆
修
」
と
し
て
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
利
他
行
の
継
承
者
を
持
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
を
願
主
は
、「
道
の

三
塗
、
身
の
五
障
」
で
あ
る
と
仏
に
対
し
て
懺
悔
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
「
唯
一
心
を
発
し
、
三
宝
に
帰
依
」
し
、
自
ら
も
悟
り
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
同
時
に
、「
奉
行
耳
に
盈
て
る
は
、
常
楽
我
浄
に
非
ざ
る

は
無
し
。
随
喜
心
に
欣
ぶ
は
、
皆
是
れ
菩
提
薩
埵
」
と
、
法
会
の
参
集
者

に
対
し
て
利
他
行
の
継
承
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る）

4
（

。

　

と
こ
ろ
で
五
障
と
い
う
言
葉
は
、
イ
ン
ド
成
立
の
阿
含
経
典
や
大
乗
仏

典
で
は
、
経
典
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
も
の
の
、
悟
り
の
妨
げ
と
い
う
意

味
で
は
共
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
初
期
仏
教
経
典
の
『
雑
阿
含
経
』

巻
第
二
十
六
に
は
、「
如
是
我
聞
。
一
時
仏
住
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
。

爾
時
世
尊
告
諸
比
丘
、
有
五
障
五
蓋
煩
悩
於
心
、
能
羸
智
慧
。
障

之
分
、

非
明
非
正
覚
、
不
転
趣
涅
槃
。
何
等
為
五
。
謂
貪
欲
蓋
、
瞋
蓋
、
睡
眠
蓋
、

掉
悔
蓋
、
疑
蓋
。
如
此
五
蓋
、
為
覆
為
蓋
煩
悩
於
心
、
令
智
慧
羸
、
為
障

分
、
非
明
非
等
覚
、
不
転
趣
涅
槃
、
若
七
覚
支
、
非
覆
非
蓋
不
悩
於
心
、

増
長
智
慧
、
為
明
為
正
覚
転
趣
涅
槃）

5
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」
と
記
さ
れ
、「
五
障
五
蓋
」
が

「
貪
欲
蓋
（
む
さ
ぼ
り
）・
瞋
蓋
（
怒
り
や
憎
し
み
）・
睡
眠
蓋
（
心
の
消

沈
）・
掉
悔
蓋
（
心
の
浮
つ
き
と
悔
恨
）・
疑
蓋
（
仏
道
に
対
す
る
疑
惑
）」

と
い
っ
た
心
の
散
乱
す
る
状
態
や
悟
り
に
対
す
る
疑
い
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
「
五
障
五
蓋
」
を
滅
す
る
方
法
と
し
て
「
世
尊
」
は
、「
七
覚
支
」

（
悟
り
へ
と
導
く
七
つ
の
要
素
）
に
よ
っ
て
「
智
慧
」
が
増
長
さ
れ
「
涅

槃
」
へ
と
赴
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
が
、「
五
障
五
蓋
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
五
障
」
と
「
五
蓋
」
は
同
意
で
あ
る
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
成
立
の
初
期
大
乗
仏
典
で
も
、
五
障
の
意
味
は
明
確
に
記
さ
れ

て
い
る
。
唐
菩
提
流
支
訳
『
大
宝
積
経
』
巻
第
三
に
は
、「
迦
葉
、
在
家

菩
薩
有
三
種
修
、
能
於
菩
提
而
作
利
益
。
何
等
為
三
。
為
一
切
智
故
深
生

愛
楽
、
不
堕
本
業
堅
持
五
戒
。
具
此
三
支
能
成
六
法
。
何
等
為
六
。
謂
得

聖
処
、
不

不
吃
不
聾
不
失
聡
聴
、
身
変
端
厳
速
得
深
信
、
於
甚
深
法
不

生
怖
畏
。
随
所
聞
法
不
用
功
労
、
而
能
領
解
速
得
不
退
。
於
此
六
法
応
当

善
知
、
有
五
障
転
、
何
等
為
五
。
謂
離
間
語
、
一
切
妄
語
、
意
楽
不
成
、

心
懐
嫉
妬
、
耽
著
諸
欲
、
如
是
五
法
為
障
礙
転）

6
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」
と
記
さ
れ
、
在
家
の
菩

薩
に
は
三
種
の
修
め
る
べ
き
行
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
六
法
」
を
得

て
「
五
障
」
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
五



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
四
三

障
」
と
は
、「
離
間
語
（
二
枚
舌
、
十
悪
の
一
つ
）・
妄
語
・
意
楽
（
心
構

え
の
不
成
）・
嫉
妬
・
耽
著
諸
欲
（
欲
望
に
耽
る
）」
の
五
事
項
、
す
な
わ

ち
身
・
口
・
意
の
三
業
が
作
り
だ
す
十
悪
を
「
五
障
」
と
い
う
言
葉
で
表

し
て
い
る
。

　

瑜
伽
行
派
の
代
表
的
典
籍
で
あ
る
玄
奘
訳
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
第

九
十
八
に
も
五
障
に
つ
い
て
、「
爾
時
応
知
五
障
礙
法
。
一
者
於
其
外
縁

其
心
散
乱
、
二
者
入
出
息
転
有
所
艱
難
、
三
者
掉
挙
悪
作
纏
現
在
前
、
四

者
惛
沈
睡
眠
纏
現
在
前
、
五
者
楽
与
道
俗
共
相
雑
住
。
如
是
五
法
於
未
得

定
欲
求
心
定
、
及
得
定
已
倍
復
増
長
当
知
一
切
能
為
障
礙）

7
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」
と
述
べ
、
禅

定
を
実
践
す
る
時
に
生
じ
る
瞑
想
の
妨
げ
、
た
と
え
ば
散
乱
心
や
睡
眠
な

ど
が
「
五
障
礙
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
初
期
仏
教
経
典
や
大
乗
仏
典
で
は
、
各
教
派
に
よ
っ

て
意
味
は
異
な
る
も
の
の
、
悟
り
を
妨
げ
る
迷
い
や
煩
悩
を
意
味
す
る
と

い
う
理
解
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
記
さ
れ
る
五
障
は
、
他
の
経
典
と

は
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
用
法
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

提
婆
達
多
品
の
前
半
部
は
、
釈
尊
の
殺
害
を
目
論
ん
だ
提
婆
達
多
を
め

ぐ
る
悪
人
成
仏
説
、
後
半
部
で
釈
尊
説
法
の
場
に
竜
王
の
娘
竜
女
が
登
場

す
る
。
竜
女
は
海
中
に
お
い
て
文
殊
菩
薩
が
説
く
『
法
華
経
』
の
教
え
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
を
遂
げ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
竜
女
の
成
仏
に
つ
い
て
疑
念
を
抱
い
た
小
乗
の
修
行
者
智
積
菩
薩
と
声

聞
の
仏
弟
子
舎
利
弗
が
登
場
し
、「
わ
れ
釈
迦
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、

無
量
劫
に
お
い
て
、
難
行
し
、
苦
行
し
、
功
を
積
み
、
徳
を
累
ね
て
、
菩

薩
の
道
を
求
む
る
こ
と
、
未
だ
曾
て
止
息
し
た
ま
わ
ず
。（
中
略
）
そ
の

時
、
舎
利
弗
は
、
竜
女
に
語
り
て
言
わ
く
、
汝
は
、
久
し
か
ら
ず
し
て
、

無
上
道
を
得
た
り
と
謂
え
る
も
、
こ
の
事
は
信
じ
難
し
。
所
以
は
い
か
ん
。

女
身
は
垢
穢
に
し
て
、
こ
れ
法
器
に
非
ず
。
云
何
ん
ぞ
能
く
、
無
上
菩
提

を
得
ん
。
仏
道
は
懸
曠
に
し
て
無
量
劫
を
逕
て
、
勤
苦
し
て
行
を
積
み
、

具
に
諸
度
を
修
し
て
、
然
し
て
後
、
乃
ち
成
ず
る
な
り
。
又
、
女
人
の
身

に
は
、
猶
、
五
つ
の
障
あ
り
。
一
に
は
梵
天
王
と
作
る
こ
と
を
得
ず
、
二

に
は
帝
釈
、
三
に
は
魔
王
、
四
に
は
転
輪
聖
王
、
五
に
は
仏
身
な
り
。
云

何
ん
ぞ
、
女
身
、
速
か
に
成
仏
す
る
こ
と
を
得
ん）
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。」
と
語
る
。
竜
女
が

現
身
の
ま
ま
で
即
身
成
仏
を
遂
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
智
積
菩
薩
は
、
成

仏
は
途
方
も
な
く
長
い
期
間
の
修
行
を
必
要
と
し
、
釈
尊
以
外
に
得
る
者

は
い
な
い
こ
と
、
一
方
舎
利
弗
は
、
竜
女
は
女
性
で
あ
る
か
ら
梵
天
王
・

帝
釈
・
魔
王
・
転
輪
聖
王
・
仏
に
な
れ
な
い
と
異
議
を
唱
え
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
『
法
華
経
』
は
続
け
て
、「
当
時
の
衆
会
は
、
皆
、
竜
女
の
、

忽
然
の
間
に
変
じ
て
男
子
と
成
り
、
菩
薩
の
行
を
具
し
て
、
す
な
わ
ち
南

方
の
無
垢
世
界
に
往
き
、
宝
蓮
華
に
坐
し
て
、
等
正
覚
を
成
じ
。
三
十
二

相
・
八
十
種
好
あ
り
て
、
普
く
十
方
の
一
切
衆
生
の
た
め
に
、
妙
法
を
演

説
す
る
を
見
た
り
。
そ
の
時
、
娑
婆
世
界
の
菩
薩
と
声
聞
と
天
・
竜
の
八

部
と
人
と
非
人
と
は
、
皆
、
遙
か
に
彼
の
竜
女
の
、
成
仏
し
て
普
く
時
の
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一
四
四

会
の
人
・
天
の
た
め
に
法
を
説
く
を
見
、
心
、
大
い
に
歓
喜
し
て
悉
く
遙

か
に
敬
礼
せ
り
。
無
量
の
衆
生
は
、
法
を
聞
い
て
解
悟
り
、
不
退
転
を
得
、

無
量
の
衆
生
は
、
道
の
記
を
受
く
る
こ
と
を
得
た
り
。
無
垢
世
界
は
、
六

反
に
震
動
し
、
娑
婆
世
界
の
三
千
の
衆
生
は
、
不
退
の
地
に
住
し
、
三
千

の
衆
生
は
菩
提
心
を
発
し
て
、
記
を
受
く
る
こ
と
を
得
た
り
。
智
積
菩
薩

と
及
び
舎
利
弗
と
一
切
の
衆
会
と
は
、
黙
然
と
し
て
信
受
せ
り
。」
と
説

か
れ
る
。

　

竜
女
は
、「
変
じ
て
男
子
」
と
な
り
「
南
方
の
無
垢
世
界
」
へ
赴
き
、

蓮
華
坐
で
悟
り
を
開
き
、「
三
十
二
相
・
八
十
種
好
」
の
仏
の
相
好
を
表

し
法
を
説
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
娑
婆
世
界
の
菩
薩
と
声
聞

と
天
・
竜
の
八
部
と
人
と
非
人
」
が
、
竜
女
が
竜
女
の
姿
の
ま
ま
「
成
仏

し
て
普
く
時
の
会
の
人
・
天
の
た
め
に
法
を
説
く
を
見
、
心
、
大
い
に
歓

喜
し
て
悉
く
遙
か
に
敬
礼
」
し
、「
無
量
の
衆
生
」
は
「
法
を
聞
い
て
解

悟
り
、
不
退
転
を
得
」「
道
の
記
を
受
」
け
た
と
い
う
記
述
が
続
く
。
そ

れ
に
対
し
て
「
南
方
の
無
垢
世
界
」
は
、「
六
反
に
震
動
」
し
た
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
智
積
菩
薩
や
舎
利
弗
が
集
っ
て
い
た
場
に
居
並
ん
だ
衆
生
は
、

変
成
男
子
し
仏
の
相
好
を
表
し
た
竜
女
を
目
撃
し
た
が
、「
娑
婆
世
界
の

菩
薩
と
声
聞
と
天
・
竜
の
八
部
と
人
と
非
人
」「
無
量
の
衆
生
」
は
、
竜

女
が
竜
女
の
姿
の
ま
ま
で
成
仏
し
た
の
を
目
撃
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

彼
ら
は
、
竜
女
に
よ
っ
て
「
不
退
転
」
の
地
位
に
達
し
、
必
ず
悟
り
に
い

た
る
と
い
う
授
記
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
智
積
菩
薩
や
舎
利

弗
た
ち
は
仏
の
授
記
は
得
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
変
成
男
子
し
て

成
仏
を
遂
げ
た
竜
女
と
、
竜
女
の
姿
の
ま
ま
で
成
仏
し
た
と
い
う
、
二
つ

の
異
な
る
成
仏
の
様
が
同
時
に
現
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

近
年
、
仏
教
学
の
立
場
か
ら
『
法
華
経
』
の
再
検
討
が
行
わ
れ
、
提
婆

達
多
品
の
テ
ー
マ
は
、
釈
尊
以
外
に
は
悟
り
を
得
る
こ
と
者
は
い
な
い
と

考
え
る
智
積
菩
薩
と
、「
男
は
仏
に
な
れ
る
、
女
は
仏
に
な
れ
な
い
」
と

い
う
小
乗
的
な
男
女
観
（
男
女
の
差
異
を
実
体
視
す
る
二
者
択
一
的
な
先

入
観
）
に
固
執
す
る
舎
利
弗
が
成
仏
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
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。
空
の
立
場
を
主
張
す
る
初
期
大
乗
仏
教
教

団
に
よ
っ
て
、
智
積
と
舎
利
弗
の
先
入
観
が
否
定
さ
れ
、
彼
ら
を
誤
っ
た

見
識
か
ら
解
放
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
誤
っ
た

見
方
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
彼
ら
の
成
仏
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
智

積
や
舎
利
弗
自
身
が
有
し
て
い
る
執
着
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
が
提
婆
達

多
品
の
主
題
と
す
る
な
ら
ば
、
舎
利
弗
の
持
つ
女
性
に
対
す
る
間
違
っ
た

五
つ
の
見
識
が
、
五
つ
の
煩
悩
＝
五
障
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

中
国
と
日
本
の
『
法
華
経
』
註
釈
書
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
た
兼
子
鐵
秀

氏
や
大
久
保
良
峻
氏
に
よ
る
と
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま
で
に
編
纂
さ
れ

た
註
釈
書
に
は
、
女
性
が
仏
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
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。

　

た
と
え
ば
、『
法
華
経
』
の
代
表
的
註
釈
書
で
あ
る
『
法
華
玄
義
』
を
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に
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け
る
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い
て
（
工
藤
美
和
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）

一
四
五

著
し
た
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
八
）
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
で

「
就
通
作
七
番
共
解
。
一
標
章
、
二
引
証
、
三
生
起
、
四
開
合
、
五
料
簡
、

六
観
心
、
七
会
異
、
標
章
令
易
憶
持
起
念
心
故
。
引
証
拠
仏
語
起
信
心
故
。

生
起
使
不
雑
乱
起
定
心
故
、
開
合
料
簡
会
異
等
起
慧
心
故
。
観
心
即
聞
即

行
起
精
進
心
故
。
五
心
立
成
五
根
、
排
五
障
成
五
力
、
乃
至
入
三
脱
門）
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」

と
記
し
て
い
る
。

　

智
顗
の
『
法
華
玄
義
』
を
註
釈
し
た
湛
然
（
七
一
一
〜
七
八
二
）
の

『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
第
一
に
よ
る
と
、「
以
七
章
依
於
五
心
。
五
心
若
立

如
草
木
有
根
茎
幹
則
立
故
心
立
名
根
。
既
五
心
名
根
根
必
至
力
。
言
排
障

者
如
信
解
品
云
、
無
有
欺
怠
瞋
恨
怨
言
。
欺
為
信
障
怠
為
進
障
瞋
為
念
障

恨
為
定
障
怨
為
慧
障
。
若
根
増
長
能
破
五
障
故
名
為
力
。
既
成
根
力
、
必

具
覚
道
以
開
三
脱
故
云
乃
至
。
以
小
準
大
亦
応
可
知）
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」
と
さ
れ
、
智
顗
が

『
法
華
経
』
信
解
品
の
「
汝
常
に
作
す
時
、
欺
怠
瞋
恨
怨
言
有
る
こ
と
無

く
」
と
い
う
記
述
の
中
の
「
欺
・
怠
・
瞋
・
恨
・
怨
」
を
、「
五
障
」
と

し
て
『
法
華
玄
義
』
の
中
で
挙
げ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
欺
・
怠
・
瞋
・
恨
・
怨
」
の
「
五
障
」
を
自
覚
す
る
こ
と
で
菩
提
心
が

生
じ
、
即
身
成
仏
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
法
華
玄
義
』
で
は
「
五
根
」（
信
根
・
精
進
根
・

念
根
・
定
根
・
慧
根
）
を
増
長
さ
せ
る
「
五
力
」（
信
力
・
精
進
力
・
念

力
・
定
力
・
慧
力
）
に
よ
っ
て
、「
欺
・
怠
・
瞋
・
恨
・
怨
」
が
排
除
で

き
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
「
欺
・
怠
・

瞋
・
恨
・
怨
」
が
五
障
で
あ
る
と
天
台
教
学
で
は
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

　

智
顗
や
湛
然
の
『
法
華
経
』
解
釈
は
、
日
本
天
台
の
最
澄
（
七
六
七
〜

八
二
二
）・
義
真
（
七
八
一
〜
八
三
三
）・
円
珍
（
八
一
四
〜
八
九
一
）
ら

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

最
澄
は
、『
法
華
秀
句
』
巻
下
の
中
で
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
竜

女
成
仏
を
目
の
当
た
り
に
し
た
「
智
積
菩
薩
と
及
び
舎
利
弗
と
一
切
の
衆

会
と
は
、
黙
然
と
し
て
信
受
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
龍
女
成
仏
所
化
巨
多
、
法
華
之
力
今
日
已
顕
。
一
切
衆
会
皆
悉
得
見
。

是
故
黙
然
信
受
。
他
宗
所
依
経
無
如
是
信
受
。
天
台
法
華
宗
有
如
是
信
受
。

即
身
成
仏
化
導
義
寧
不
勝
於
他
宗
哉）
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」
と
、
他
宗
と
比
較
し
天
台
の
教
学

の
優
位
性
の
論
拠
と
し
て
記
し
て
い
る
。

　

初
代
天
台
座
主
の
義
真
も
、『
天
台
法
華
宗
義
集
』
の
中
で
、「
問
、
五

停
心
者
何
等
、
答
、
一
慈
停
心
、
二
数
息
停
心
、
三
因
縁
停
心
、
四
不
浄

停
心
、
五
念
仏
停
心
也
。
問
、
此
五
停
心
治
幾
障
耶
。
答
、
対
治
五
障
、

慈
停
心
対
治
嫉
妬
、
数
息
停
心
治
覚
観
、
因
縁
治
癡
、
不
浄
治
貪
、
念
仏

治
障
道）

14
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。」
と
記
し
、「
五
停
心
」（
慈
停
心
・
数
息
停
心
・
因
縁
停
心
・
不

浄
停
心
・
念
仏
停
心
）
が
「
嫉
妬
・
覚
観
・
癡
・
貪
・
障
道
」
と
い
っ
た

「
五
障
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
、
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
最
澄
と
同
時
期
に
入
唐
し
た
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
は
、

真
言
密
教
を
日
本
に
伝
え
た
が
、
そ
の
著
書
で
あ
る
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
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多
経
開
題
』
に
、「
能
行
此
三
昧
之
人
早
搴
五
障
雲
超
三
重
妄
執）
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」
と
記

し
、「
五
障
雲
」「
三
重
妄
執
」
を
煩
悩
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

第
二
章　
『
金
光
明
最
勝
王
経
玄
枢
』
に
お
け
る

女
性
の
仏
教
的
役
割

　

奈
良
・
平
安
期
に
か
け
て
護
国
経
典
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
『
金
光
明

最
勝
王
経
』
の
注
釈
書
『
金
光
明
最
勝
王
経
玄
枢
』
十
巻
（
以
下
『
玄

枢
』
と
略
記
す
）
は
、
三
論
宗
の
学
僧
で
元
興
寺
に
住
し
て
い
た
願
暁

（
生
年
未
詳
〜
八
七
四
）
が
著
し
た
。
内
容
は
、
中
国
の
三
論
の
祖
吉
蔵

（
五
四
九
〜
六
二
三
）
の
三
論
一
乗
の
立
場
の
学
説
を
根
拠
と
し
て
、
摂

論
宗
の
祖
真
諦
（
四
九
九
〜
五
六
九
）、
三
論
三
乗
の
慧
沼
（
六
四
九
〜

七
一
四
）、
元
暁
（
六
一
七
〜
六
八
六
）
と
い
っ
た
三
論
教
学
の
学
僧
が

著
し
た
数
多
く
の
註
釈
書
を
引
用
し
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
玄
枢
』

序
は
、
菅
原
道
真
の
父
菅
原
是
善
（
八
一
二
〜
八
八
〇
）
に
依
頼
さ
れ
、

「
斯
乃
金
光
理
窟
之
妙
鍵
、
最
勝
法
門
之
玄
枢
、
故
名
曰
玄
枢）

16
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」
と
記
し

て
い
る
。

　
『
玄
枢
』
巻
第
八
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
依
空
満
願
品
の
注

釈
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
仏
道
修
行
に
お
け
る
女
性
の
重
要
な
役
割
に

つ
い
て
興
味
深
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
五
依
空
満
願
品
は
、
仏
と
な
っ
た
「
如
意

宝
光
耀
善
女
天
」
と
衆
生
の
代
表
と
し
て
「
如
意
宝
光
耀
善
女
天
」
の
説

法
を
聴
聞
す
る
梵
天
と
の
対
話
を
軸
に
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
釈
尊
の
説
法
を
聴
聞
し
た
「
如
意
宝
光
耀
善
女
天
」

は
、「
菩
提
行
」
を
修
学
し
た
い
と
述
べ
る
。
す
る
と
、
梵
天
が
善
女
天

に
対
し
、
仏
の
説
法
は
難
解
で
奥
深
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
説
を
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
異
議
を
唱
え
た
。
そ
れ
に
対
し
善
女
天
は
、

「
大
梵
王
如
仏
所
説
。
実
是
甚
深
一
切
異
生
、
不
解
其
義
。
是
聖
境
界
微

妙
難
知
、
若
使
我
今
依
於
此
法
得
安
楽
住
、
是
実
語
者
、
願
令
一
切
五
濁

悪
世
無
量
無
数
無
辺
衆
生
、
皆
得
金
色
三
十
二
相
、
非
男
非
女
、
坐
宝
蓮

花
、
受
無
量
楽
、
雨
天
妙
花
、
諸
天
音
楽
不
鼓
自
鳴
、
一
切
供
養
皆
悉
具

足
。
時
善
女
天
説
是
語
已
、
一
切
五
濁
悪
世
所
有
衆
生
、
皆
悉
金
色
、
具

大
人
相
、
非
男
非
女
。
坐
宝
蓮
花
受
無
量
楽
、
猶
如
他
化
自
在
天
宮
無
諸

悪
道
。
宝
樹
行
列
、
七
宝
蓮
花
遍
満
世
界
、
又
雨
七
宝
上
妙
天
花
、
作
天

伎
楽
。
如
意
宝
光
耀
善
女
天
、
即
転
女
身
作
梵
天
身）
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。」
と
述
べ
、
善
女

天
は
す
で
に
「
安
楽
住
」
を
得
た
こ
と
を
語
る
。
こ
れ
が
真
実
な
ら
ば
そ

の
証
と
し
て
、
全
て
の
衆
生
を
五
濁
悪
世
か
ら
救
済
し
、「
男
に
非
ず
女

に
非
ず
」
と
い
う
差
異
の
な
い
悟
り
へ
と
至
ら
し
め
、
世
界
が
仏
界
と
な

る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
そ
し
て
善
女
天
が
語
り
終
わ
る
や
、
世
界
は
仏

界
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
。
ま
た
善
女
天
自
ら
そ
の
身
を
転
じ
て
梵
天
の

姿
へ
と
変
成
し
た
。

　

こ
の
語
を
受
け
梵
天
は
、「
無
量
の
梵
衆
、
帝
釈
、
四
王
及
び
諸
の
薬



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
四
七

叉
」
と
共
に
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
全
て
の
世
界
に
流
通
す
れ
ば
、

国
土
に
飢
饉
や
戦
が
な
く
な
り
、
衆
生
が
安
穏
に
暮
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
、
ま
た
、
国
土
安
穏
だ
け
で
は
な
く
人
々
が
「
無
上
正
等
菩
提
」

を
成
す
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
最
大
の

功
徳
で
あ
る
と
語
り
、
経
典
を
護
持
す
る
こ
と
を
誓
う
。

　

一
方
、『
玄
枢
』
に
は
、「
如
意
宝
光
耀
善
女
天
」
が
仏
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
女
身
の
姿
の
ま
ま
仏
法
を
説
く
こ
と
の
理
由
、
さ
ら
に
女
性
が
仏

教
弘
通
に
重
要
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
を
示

し
て
い
る
。「
名
有
四
義
。
一
自
利
利
他
令
心
満
足
、
故
云
如
意
。
二
自

摂
善
功
徳
可
愛
如
宝
。
三
自
不
為
煩
悩
汚
故
云
光
。
四
能
除
他
煩
悩
故
云

耀
也
。（
暁
荘
沼
興
皆
潤
飾
之
）
天
女
者
、
本
云
善
女
天
、
作
女
形
有
五

義
、
一
於
因
中
不
生
倒
心
、
二
於
果
無
疑
心
、
此
二
種
自
利
、
三
於
衆
生

中
生
慈
悲
心
、
此
一
種
為
利
他
、
四
願
楽
菩
提
通
自
他
、
言
女
人
者
、
一

為
他
下
心
衆
生
令
其
忿
慨
修
道
、
二
息
他
生
軽
劣
心
言
女
人
無
堪
、
三
欲

破
外
道
明
女
人
不
得
作
男
、
男
不
得
作
女
、
四
欲
明
依
法
不
依
人
、
五
示

理
平
等
、
修
者
皆
得
、
故
菩
薩
示
為
女
形
也
。（
暁
興
即
取
、
荘
取
初
三
、

沼
総
初
二
、
故
生
長
他
善
故
曰
女
）、
隋
加
云
、
又
女
身
有
五
不
為
、
即

述
法
花
五
障
、
又
度
女
人
出
家
有
五
過
失
、
一
損
五
百
年
正
法
、
二
若
不

度
女
人
、
諸
天
恭
敬
出
家
人
如
事
火
法
、
三
若
不
度
女
、
世
人
皆
以
髪
布

地
令
比
丘
践
上
而
過
、
四
不
度
女
、
世
間
当
作
一
切
食
領
四
道
頭
供
我
弟

子
、
五
若
不
度
女
、
世
間
当
作
種
種
四
事
供
養
衆
僧
也
。
天
者
略
也）
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。」

　
『
玄
枢
』
に
よ
る
と
、
仏
と
な
っ
た
「
如
意
宝
光
耀
」
の
名
前
の
由
来

に
は
「
四
義
」
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
「
自
利
利
他
の
心
満
足
せ
し
む
」

故
に
「
如
意
」
で
あ
り
、
二
は
「
自
ら
善
功
徳
を
摂
し
愛
す
べ
し
」
で
あ

る
か
ら
「
宝
」
で
あ
り
、
三
は
「
自
ら
煩
悩
の
為
汚
れ
ず
」
で
あ
る
か
ら

「
光
」
で
あ
り
、
四
は
「
能
く
他
の
煩
悩
を
除
く
」
故
に
「
耀
」
で
あ
る
。

自
利
利
他
の
た
め
に
、
自
ら
は
煩
悩
に
染
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
た
他
者
の

煩
悩
を
除
く
こ
と
で
他
者
を
悟
り
へ
と
至
ら
し
め
る
働
き
を
も
つ
こ
と
が

「
如
意
宝
光
耀
」
と
い
う
名
前
の
由
来
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

し
か
し
、
女
性
の
姿
の
ま
ま
で
い
る
の
は
何
故
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生

じ
る
。
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
『
玄
枢
』
は
、
女
性
の
姿
を
取
る
の
は
、
女

身
に
は
優
れ
た
「
五
義
」
＝
「
一
因
中
に
於
い
て
倒
心
を
生
ぜ
ず
」「
二

果
に
於
い
て
疑
心
無
し
」「
三
衆
生
の
中
に
於
い
て
慈
悲
心
を
生
ず
」「
四

菩
提
に
願
楽
し
自
他
に
通
ず
」「
五
理
平
等
、
修
者
皆
得
る
を
示
す
」
が

備
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
「
一
因
中
に
於
い
て
倒
心
を
生
ぜ
ず
」
と
は
、
女
性
は
間
違
っ
た
考
え

で
あ
る
「
倒
心
」
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
二
果
に
於
い

て
疑
心
無
し
」
と
は
、
疑
い
の
心
が
女
性
に
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
の
二
義
は
、
仏
教
的
な
解
釈
に
よ
る
な
ら
ば
、
女
性
は
成
仏

へ
の
疑
惑
が
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
『
玄
枢
』
は
、

「
此
の
二
種
は
自
利
」
で
あ
る
と
、
菩
薩
の
自
利
行
に
必
要
な
こ
と
で
あ

る
と
解
釈
し
て
い
る
。
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「
三
衆
生
の
中
に
於
い
て
慈
悲
心
を
生
ず
」
と
は
、
女
性
は
慈
悲
心
を

備
え
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
慈
悲
に
よ
っ
て
衆
生
に
仏
法
を
説
き
教

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、「
此
一
種
は
利
他
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慈
悲
が
菩
薩
に
と
っ
て
の
利
他
行
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。

　
「
四
菩
提
に
願
楽
し
自
他
に
通
ず
」
は
、
女
性
は
喜
ん
で
菩
提
心
を
起

こ
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
女
人
と
言
う
は
」
と
続
け
、
女
性
が
な

ぜ
菩
提
心
を
生
ず
る
の
か
を
以
下
四
項
目
に
わ
た
り
説
明
す
る
。

　
『
玄
枢
』
に
よ
れ
ば
、
①
「
他
の
下
心
衆
生
其
の
忿
慨
し
て
道
を
修
せ

し
め
ん
」
と
は
、
女
性
は
劣
位
の
衆
生
（「
下
心
衆
生
」）
を
導
く
役
割
が

あ
る
と
い
う
。
②
「
他
の
軽
劣
の
心
を
生
じ
女
人
堪
ゆ
る
な
し
と
言
う
を

息
む
」
は
、
女
性
が
「
長
期
間
の
修
行
に
耐
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と

い
う
間
違
っ
た
考
え
（「
他
の
軽
劣
の
心
を
生
じ
」）
を
持
つ
衆
生
に
そ
の

考
え
を
改
め
さ
せ
る
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
③
「
外
道

女
人
男
を
作
る
こ
と
を
得
ず
。
男
は
女
と
作
る
こ
と
を
得
ず
を
明
か
し
破

さ
ん
と
欲
す
」
と
は
、
女
性
が
「
女
は
男
に
な
れ
な
い
し
、
男
も
女
に
な

れ
な
い
」
と
主
張
す
る
バ
ラ
モ
ン
（「
外
道
」）
の
考
え
を
正
す
こ
と
が
可

能
な
存
在
で
あ
る
。
④
「
法
に
依
り
人
に
依
ら
ざ
る
を
明
か
さ
ん
と
欲

す
」
は
、
人
に
惑
わ
さ
れ
な
い
と
い
う
優
れ
た
特
質
が
女
性
に
は
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
特
質
を
備
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
女
性
は
悟
り

を
目
指
す
と
い
う
仏
道
修
行
者
の
中
で
も
非
常
に
優
れ
た
存
在
な
の
だ
と

さ
れ
、「
五
理
平
等
、
修
者
皆
得
る
を
示
す
」
と
、
誰
に
対
し
て
も
仏
法

が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
示
す
役
割
を
女
性
が
も
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
『
玄
枢
』
は
、
こ
れ
ら
の
「
五
義
」
を
「
隋
加
云
く
」
と
、
吉
蔵
の
論

に
基
づ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
吉
蔵
が
、「
五
義
」
を
「
又
女

身
は
五
不
為
有
り
」
と
理
解
し
、
さ
ら
に
「
即
ち
法
花
は
五
障
を
述
ぶ
」

と
、『
法
華
経
』
で
は
五
障
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
の
を
参
照
し
な
が
ら
、『
玄
枢
』
で
は
「
五
障
」
と
「
五
義
」
は
同
じ

意
味
を
有
し
て
い
た
言
葉
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
「
五
義
」
と
は
、
女
性
は
悟
り
の
妨
げ
と
な
る
煩
悩
が
生
じ
な

い
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
智
顗
の
『
法
華
経
』
解
釈
、
特

に
信
解
品
の
解
釈
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
た
五
障
観
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ

れ
は
吉
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
や
日
本
の
天
台
以
外
の
教
派
で
も
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
玄
枢
』
で
は
続
け
て
、
女
性
の
出
家
を
認
め
た
な
ら
ば
「
一
五
百
年

正
法
を
損
」
う
が
、「
二
若
し
女
人
を
度
せ
ざ
れ
ば
、
諸
天
出
家
人
を
恭

敬
す
る
こ
と
火
法
の
如
し
、
三
若
し
女
を
度
せ
ざ
れ
ば
、
世
人
皆
髪
を
以

て
地
に
布
し
比
丘
を
し
て
上
を
践
み
て
過
ご
さ
し
む
、
四
女
を
度
せ
ざ
れ

ば
、
世
間
当
に
一
切
の
食
領
を
作
り
四
道
頭
の
我
が
弟
子
に
供
う
べ
し
、

五
若
し
女
を
度
せ
ざ
れ
ば
、
世
間
当
に
種
種
の
四
事
を
作
り
衆
僧
を
供
養

す
べ
し
な
り
」
と
い
う
「
五
事
」
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
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女
性
が
出
家
を
し
な
け
れ
ば
損
な
わ
れ
な
い
五
つ
の
事
項
と
は
、
正
法

が
五
百
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
、
諸
々
の
天
人
は
出
家
者
を
敬
う
で
あ
ろ
う

こ
と
、
世
間
の
人
々
は
出
家
者
を
供
養
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
等
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
見
す
る
と
女
性
の
出
家
を
認
め
な
い
と
い
う
、
仏
教
教
団
側
の

女
性
排
除
に
も
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
『
玄
枢
』
が
、
女
性
の
出

家
を
認
め
な
い
と
記
し
た
背
景
に
は
、
女
性
が
衆
生
に
対
し
て
行
っ
て
い

た
利
他
行
を
遂
行
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
三
若
し
女
を
度
せ
ざ
れ
ば
、
世
人
皆
髪
を
以
て
地
に
布

し
比
丘
を
し
て
上
を
践
み
て
過
ご
さ
し
む
」
は
、『
仏
本
行
集
経
』
の

デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
仏
（
燃
燈
仏
）
の
授
記
の
話
を
基
と
し
て
い
る
。
こ
の

話
は
、
四
無
数
十
万
劫
と
い
う
遠
い
過
去
に
、
釈
尊
の
前
生
で
あ
る
修
行

中
の
バ
ラ
モ
ン
僧
ス
メ
ー
ダ
が
、
仏
に
出
会
い
、
五
茎
の
花
を
捧
げ
、
自

分
の
長
い
頭
髪
を
泥
土
に
敷
き
そ
の
上
を
仏
に
歩
ま
せ
供
養
し
た
。
す
る

と
仏
は
、
ス
メ
ー
ダ
に
対
し
、
未
来
に
釈
尊
と
い
う
名
の
ブ
ッ
ダ
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
授
記
を
与
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
前
生
譚
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
が
ス

メ
ー
ダ
の
よ
う
に
仏
を
敬
い
供
養
す
る
こ
と
で
、
釈
尊
と
同
じ
よ
う
に
悟

り
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ

は
女
性
が
在
家
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
で
、
世
間
の
人
々
が
仏
や
仏
道
修
行

者
に
対
し
て
釈
尊
が
前
世
で
行
っ
た
よ
う
に
供
養
す
る
こ
と
を
学
ぶ
で
あ

ろ
う
こ
と
、
反
面
、
女
性
が
出
家
を
し
て
し
ま
う
と
、
人
々
は
仏
や
仏
道

修
行
者
へ
の
供
養
を
女
性
よ
り
教
え
ら
れ
る
機
会
を
逸
し
、
供
養
が
行
わ

れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
女
性
が
在
家
者
の
ま
ま

で
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
女
性
が
出
家
を
す
る
か
否
か
に

よ
っ
て
、
女
性
以
外
の
人
々
が
仏
の
教
え
に
出
会
い
、
供
養
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
興
味
深
い
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
在
家
主
義
の
大
乗
仏
教
の
あ
り
方
に
関
し
て
重
大
な
問
題
を
は

ら
む
こ
と
に
な
る
。

　
『
玄
枢
』
は
、
女
性
の
出
家
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
仏
法
や
仏
道

修
行
の
方
法
が
衆
生
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
と
主
張
す
る
が
、

そ
れ
は
女
性
が
仏
（
三
宝
）
を
供
養
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

他
の
人
々
を
悟
り
へ
と
導
く
と
い
う
先
導
者
と
い
う
で
あ
る
と
い
う
積
極

的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
が
仏

道
修
行
に
果
た
す
役
割
は
、
上
述
し
た
②
「
安
氏
諸
大
夫
先
妣
の
為
の
法

華
会
を
修
す
る
願
文
」
の
中
の
、
母
と
子
と
の
関
係
に
投
影
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
十
分
推
測
で
き
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、『
玄
枢
』
の
序
文
は
道
真
の
父
是
善
が
草
し
て
お
り
、

『
玄
枢
』
の
内
容
も
道
真
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

道
真
自
身
も
、
円
仁
『
顕
揚
大
戒
論
』
序
文
を
著
し
て
い
る
が
、
こ
の
序

文
は
最
初
是
善
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
是
善
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
道

真
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
を
草
す
る
た
め
に
は
そ
の
内

容
は
勿
論
の
こ
と
、
基
本
的
な
仏
教
教
義
や
天
台
教
学
に
つ
い
て
熟
知
し
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五
〇

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
仏
教
に
お
け
る
五
障
観
の
理
解
や
女
性

の
仏
教
的
役
割
の
教
義
も
当
然
理
解
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
そ
の
教
義

は
法
会
を
通
じ
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
、
在
家
社
会
へ
と
受
容
さ
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

一
〇
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
願
文
に
み
る

女
人
成
仏

　

以
上
の
よ
う
に
、
経
典
に
記
さ
れ
て
い
た
一
見
す
る
と
女
性
蔑
視
的
文

言
（
た
と
え
ば
五
障
や
変
成
男
子
）
は
、
仏
教
に
よ
る
女
性
差
別
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
五
障
は
修
行
を
妨
げ
る
障
害
や
煩
悩
と
い
う

意
味
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉
を
女
性
が
用
い
る
の
は
、
真
理
の
完

成
者
で
あ
る
仏
に
対
し
自
ら
は
未
完
成
な
存
在
（
煩
悩
を
有
す
る
者
）
で

あ
る
こ
と
を
懺
悔
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
五
障
が
も

つ
竜
女
の
即
身
成
仏
を
想
起
さ
せ
る
意
味
に
着
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
女
性
が
、
人
々
の
利
他
行
を
主
導
す
る
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
も

願
文
を
通
し
て
在
家
社
会
に
認
知
さ
れ
、
社
会
へ
と
広
め
ら
れ
、
や
が
て

女
性
＝
菩
薩
の
化
身
と
い
う
考
え
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

③
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
閏
八
月
二
日
「
大
納
言
藤
原
卿
息
女
女
御
の

為
の
四
十
九
日
の
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
）
は
、
花
山
天
皇
女

御
藤
原

子
（
藤
原
為
光
女
）
の
四
十
九
日
追
善
に
際
し
、
文
人
官
僚
慶

滋
保
胤
（
生
年
未
詳
〜
一
〇
〇
二
）
に
依
頼
し
作
成
さ
れ
た
。
法
会
で
は

法
華
曼
荼
羅
の
図
絵
と
『
法
華
経
』
等
の
経
典
書
写
供
養
が
行
わ
れ
た
。

弟
子
に
一
の
息
女
有
り
。
最
も
鍾
愛
す
る
所
な
り
。（
中
略
）
生
ず

る
所
の
功
徳
の
功
徳
、
累
業
を
銷
滅
せ
ん
。
ゆ
め
人
中
の
雲
雨
と
為

る
こ
と
莫
れ
、
自
愛
し
て
天
上
の
快
楽
を
受
け
ざ
れ
。
又
其
れ
此
の

五
障
を
奈
何
せ
ん
と
欲
す
、
其
れ
彼
の
五
衰
を
奈
何
せ
ん
と
欲
す
。

弟
子
早
く
幽
霊
を
引
き
、
偏
に
極
楽
に
在
ら
し
め
ん
。
弥
陀
尊
の
蓮

台
を
設
く
る
や
、
上
品
を
望
み
、
又
下
品
を
仰
ぐ
。
法
華
経
の
仏
果

を
説
く
や
、
我
が
女
を
し
て
龍
女
に
異
な
ら
ざ
ら
し
め
ん
。
彼
は
即

身
な
り
是
は
後
身
な
り）

19
（

。

　

子
の
父
親
で
あ
る
願
主
の
為
光
は
、

子
が
死
後
に
「
人
中
の
雲

雨
」
＝
人
道
や
、「
天
上
の
快
楽
」
＝
天
道
に
転
生
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
願
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
「
五
障
」「
五
衰
」
が
伴
う
か
ら

だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
為
光
が
『
法
華
経
』
に
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、

「
我
が
女
を
し
て
龍
女
に
異
な
ら
ざ
ら
し
め
ん
」
と
、

子
が
竜
女
と
同

じ
よ
う
に
即
身
成
仏
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

「
五
障
」
は
「
人
中
の
雲
雨
」
と
対
句
で
あ
る
か
ら
煩
悩
と
い
う
意
味
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
人
道
か
天
道
に
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と

子
の
後
世
を
案
じ
て
い
た
為
光
の
考
え
は
、
誤
っ
た

認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
④
寛
和
元
年
六
月
十
七
日
「
二
品
長
公
主
の
為
の
四
十
九
日
御
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一
五
一

願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
四
・
作
成
慶
滋
保
胤
）
で
は
、
女
性
が
菩

薩
の
化
身
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

二
品
長
公
主
、
今
年
五
月
、
忽
ち
以
て
入
滅
す
。（
中
略
）
素
意
久

し
く
七
覚
を
期
し
、
長
秋
宮
の
月
潔
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
に
、
宿

望
偏
に
三
明
に
在
り
。
恩
寵
を
受
く
る
を
以
て
栄
と
為
さ
ず
、
唯
だ

俗
塵
を
逃
る
を
以
て
志
と
為
す
。
嗟
呼
、
晨
昏
誦
す
る
所
は
提
婆
品
、

造
次
念
ず
る
所
は
弥
陀
尊
。
去
る
月
十
九
日
、
故
延
暦
寺
座
主
大
僧

正
良
源
を
請
い
、
戒
師
と
為
し
、
終
に
以
て
道
に
入
る
。（
中
略
）

追
て
往
事
を
思
う
に
。
良
に
化
人
な
る
べ
し
。
知
ら
ず
妙
音
暫
く
自

界
よ
り
来
た
り
て
仮
に
後
宮
と
為
る
か
、
又
知
ら
ず
観
音
随
類
を
度

せ
ん
と
欲
せ
ん
が
為
に
化
身
を
現
ず
る
か
。（
中
略
）
公
主
臨
終
の

間
、
西
面
し
て
几
に
憑
り
、
寸
心
乱
れ
ず
、
十
念
休
む
こ
と
無
し
。

便
ち
是
れ
綺
窓
瞑
目
の
時
は
、
寧
ぞ
蓮
台
結
跏
の
日
に
あ
ら
ず
や
。

定
め
て
知
ぬ
中
有
を
経
ず
し
て
、
直
に
西
方
に
至
る
こ
と
を
。（
中

略
）
今
日
の
善
業
、
上
は
則
ち
新
仏
の
瓔
珞
の
末
光
を
増
加
し
、
下

は
且
群
生
輪
廻
の
苦
縁
を
解
脱
せ
し
め
ん
こ
と
を
。

　
「
二
品
長
公
主
」
と
は
、
円
融
天
皇
妃
尊
子
内
親
王
（
九
六
六
〜

九
八
五
）の
こ
と
。
願
文
に
は
尊
子
が
生
前
、「
七
覚
」「
三
明
」
を
願
い
、

『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
を
読
誦
し
念
仏
を
唱
え
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

尊
子
の
生
前
の
様
子
に
つ
い
て
願
文
は
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
て
い
る

妙
音
菩
薩
か
観
音
菩
薩
＝
不
退
転
の
菩
薩
の
化
身
で
あ
っ
て
、
後
宮
の

人
々
に
仏
道
修
行
を
行
わ
せ
る
た
め
に
后
妃
の
姿
と
な
っ
て
出
現
し
、
菩

薩
と
し
て
の
誓
願
に
基
づ
い
た
仏
道
修
行
を
行
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て

い
る
。
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
尊
子
に
対
し
願
主
は
、
尊
子
の
菩
薩
と
し
て

の
利
他
行
が
終
わ
り
「
新
仏
」
に
な
る
こ
と
を
願
う
が
、
尊
子
が
菩
薩
の

化
身
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
前
の
提
婆
達
多
品
読
誦
や
念
仏
は
、
尊
子
自
身

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
竜
女
の
即
身
成
仏
や
往
生
業
に

よ
っ
て
人
々
が
悟
り
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
る
た
め
の
利

他
行
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る）
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。

　

院
政
期
を
代
表
す
る
文
人
官
僚
大
江
匡
房
（
一
〇
四
四
〜
一
一
一
一
）

作
成
の
願
文
が
編
纂
さ
れ
た
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』（『
江
都
督
』
と
略

記
）
は
、
巻
五
・
六
を
中
心
に
女
性
に
関
す
る
願
文
が
数
多
く
収
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
一
二
篇
（
女
性
願
主
八
篇
・
男
性
願
主
四
篇
）
に
「
五

障
」
が
記
さ
れ
、
ま
た
「
竜
女
」
も
六
篇
（
女
性
願
主
の
み
）
に
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
女
性
願
主
の
場
合
、
願
主
自
身
が
自
ら
五
障
を
備
え
て

お
り
、
竜
女
と
同
等
で
あ
る
と
述
べ
た
内
容
が
多
い
。
ま
た
男
性
願
主
は

全
て
匡
房
を
願
主
と
し
て
作
成
さ
れ
た
願
文
に
だ
け
五
障
が
使
わ
れ
て
い

る
。

⑤
承
保
四
年
（
一
〇
七
七
）
五
月
十
八
日
「
美
作
守
匡
房
亡
室
の
作
善
」

（
巻
六
）

ゆ
め
陽
台
に
向
か
い
て
朝
暮
の
雲
雨
と
為
る
こ
と
莫
れ
。
自
愛
し
て

亦
下
界
に
来
た
り
て
綺
羅
の
三
千
に
混
ず
る
こ
と
莫
れ
。
宜
し
く
五



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

第
十
七
号
（
二
〇
一
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一
五
二

障
の
家
を
出
で
て
速
や
か
に
一
実
の
境
に
遷
ら
ん）
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⑥
応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
八
月
「
女
弟
子
某
氏
（
前
大
弐
顕
家
卿
室
逆

修
）
敬
白
」（
巻
五
）

伏
し
て
惟
れ
ば
厭
う
べ
き
は
三
界
の
身
な
り
。
求
む
べ
き
は
一
実
の

道
な
り
。（
中
略
）
弟
子
五
障
の
雲
恨
を
遺
す
。
七
旬
の
雪
頭
に
満

て
り
。

⑦
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
十
月
十
一
日
「
讃
岐
前
司
室
家
の
多
宝
塔
」

（
巻
五
）

側
に
聞
く
、
止
観
の
羽
翼
を
刷
い
、
真
如
の
虚
空
に
至
る
こ
と
は
、

雁
塔
の
力
に
若
か
ず
。
五
障
の
暁
雲
を
破
り
、
三
惑
の
暗
夜
を
照
ら

す
こ
と
は
、
月
輪
の
光
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。

⑧
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
十
一
月
三
十
日
「
顕
季
卿
室
の
千
日
講
の
結

願
の
願
文
」（
巻
五
）

日
毎
に
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
・
開
結
二
経
・
阿
弥
陀
経
・
般
若
心

経
一
巻
・
千
部
の
外
題
を
写
し
奉
る
。
一
身
自
ら
書
す
。
婦
女
の
堪

え
ざ
る
の
性
を
以
て
、
究
竟
難
解
の
文
を
書
す
。（
中
略
）
夫
れ
化

他
の
道
還
り
て
我
に
資
す
。
自
業
の
果
将
に
誰
に
属
せ
ん
と
す
。
一

切
衆
生
の
貪
愛
を
除
い
て
、
我
秋
胡
陰
氏
の
簾
潔
を
得
ん
。
一
切
衆

生
の
瞋
恚
を
除
い
て
、
我
荘
姜

大
任
の
慈
忍
を
得
ん
。
一
切
衆
生

の
愚
痴
を
罷
め
て
、
我
龍
女
釈
女
の
智
恵
を
得
ん
。
一
切
衆
生
の
輪

廻
を
罷
め
て
、
我
妙
覚
等
覚
の
極
位
を
得
ん
。（
中
略
）
弟
子
五
障

の
雲
重
し
と
雖
も
、
証
入
を
無
垢
界
の
正
覚
に
望
む
。
三
業
の
塵
深

し
と
雖
も
、
払
拭
を
有
頂
天
の
成
道
に
期
す
。

　

⑤
は
、
匡
房
を
願
主
と
し
て
亡
き
妻
の
た
め
に
忌
日
法
会
を
開
い
た
時

に
作
成
さ
れ
た
。「
朝
暮
の
雲
雨
」「
綺
羅
の
三
千
」「
五
障
の
家
」
と
い

う
言
葉
で
娑
婆
世
界
を
表
し
、
妻
が
そ
こ
に
転
生
す
る
こ
と
な
く
「
一
実

の
境
」
と
表
さ
れ
た
悟
り
に
赴
く
よ
う
に
と
願
わ
れ
て
い
る
。

　

⑥
は
、
願
主
の
現
在
の
状
況
が
「
三
界
の
身
」「
五
障
の
雲
」
と
記
さ

れ
る
。「
五
障
の
雲
」
は
、
上
述
し
た
空
海
の
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経

開
題
』
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
願
主
は
造
仏
・
経
典
書
写
・
講
説
と
い
っ

た
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
仏
道
修
行
を
行
う
こ
と
で
、「
一
実
の

道
」
へ
向
か
う
と
理
解
さ
れ
る
。

　

⑦
は
、「
止
観
」
の
修
行
法
を
成
就
す
る
前
提
と
し
て
、
多
宝
塔
建
立

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
五
障
の
暁
雲
」「
三
惑
の
暗
夜
」
を
除
去
し
た

い
と
し
て
い
る
。

　

⑧
は
、
経
典
書
写
は
「
婦
女
の
堪
え
ざ
る
」
行
為
で
あ
る
が
、
経
典
書

写
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
の
「
貪
愛
・
瞋
恚
・
愚
痴
」
の
三
毒
が
除
か
れ
、

「
輪
廻
」
か
ら
脱
し
、
三
毒
が
除
か
れ
た
衆
生
は
「
簾
潔
・
慈
忍
・
龍
女

釈
女
の
智
恵
・
妙
覚
等
覚
の
極
位
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。

願
主
は
自
ら
「
五
障
の
雲
」「
三
業
の
塵
」
を
負
っ
た
身
で
あ
る
が
、
そ

の
自
覚
に
よ
っ
て
「
無
垢
界
の
正
覚
」「
有
頂
天
の
成
道
」
へ
と
つ
な
が

る
と
さ
れ
る
。「
無
垢
界
の
正
覚
」
は
、『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
「
南



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
五
三

方
無
垢
世
界
」
を
指
し
て
い
る
。

　

一
二
世
紀
半
ば
以
降
に
作
成
さ
れ
た
願
文
で
も
、
五
障
は
積
極
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

⑨
安
元
元
年
（
一
一
七
七
）
七
月
五
日
「
高
倉
天
皇
前
建
春
門
院
の
奉

為
に
法
華
八
講
を
修
せ
ら
る
御
願
文
」（『
本
朝
文
集
』
巻
第
六
十
・
願
主

高
倉
天
皇
・
作
成
藤
原
永
範
）
は
、
高
倉
天
皇
の
生
母
建
春
門
院
（
平
滋

子
）（
一
一
四
二
〜
一
一
七
六
）
の
追
善
法
会
に
て
作
成
さ
れ
た
。

仰
ぎ
願
わ
く
は
此
の
恵
業
を
以
て
、
菩
提
に
資
し
奉
る
。
況
ん
や
前

院
当
初
平
生
の
時
、
深
く
仏
界
に
帰
す
。
寝
疾
大
漸
の
刻
、
遂
に
禅

尼
と
為
る
。
戒
急
乗
急
の
善
兼
該
す
、
等
覚
妙
覚
の
位
豈
疑
わ
ん
。

然
れ
ば
則
ち
五
障
の
雲
翳
忽
ち
晴
れ
、
暁
を
開
き
明
を
増
す
。
一
円

の
月
輪
新
た
に
照
ら
し
、
昏
を
速
や
か
に
し
闇
を
除
く
。
嗟
呼
昔
釈

尊
の
摩
耶
に
報
ず
る
や
、
神
乳
丹
果
の
唇
に
入
る
。
今
眇
身
の
尊
儀

を
訪
ぬ
る
や
、
真
跡
を
黄
金
の
字
に
顕
す
。
聖
を
去
る
こ
と
遠
し
と

雖
も
、
至
孝
惟
れ
同
じ
者
か）
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建
春
門
院
は
平
生
よ
り
仏
教
に
帰
依
し
出
家
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
を
述

べ
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
「
等
覚
妙
覚
の
位
」
に
あ
る
と
と
も
に
、「
五
障

の
雲
」
が
除
か
れ
、
悟
り
へ
と
至
る
（「
暁
を
開
き
明
を
増
す
」「
一
円
の

月
輪
」）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
法
会
で
作
成
さ
れ
た
「
同
呪
願

文
」（『
本
朝
文
集
』
巻
第
六
十
）
で
は
、

牟
尼
教
主
、
名
号
を
聞
く
人
、
凡
夫
の
形
を
以
て
、
更
に
菩
薩
と
称

す
、
法
華
の
妙
理
、
敬
受
持
徒
す
。
婦
女
の
身
を
以
て
、
即
ち
正
覚

を
唱
う
。

と
記
さ
れ
、
生
前
の
建
春
門
院
は
、
在
家
者
の
女
性
の
姿
で
は
あ
る
が
、

実
は
菩
薩
と
し
て
利
他
行
を
行
っ
て
い
た
の
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て

「
婦
女
の
身
を
以
て
、
即
ち
正
覚
を
唱
」
と
、
女
身
の
ま
ま
で
悟
り
を
得

た
後
に
、
新
た
な
利
他
行
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
願
文
に
は
、
五
障
＝
悟
り
の
妨
げ
と
い
う
理
解
や
、

『
玄
枢
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
女
性
の
衆
生
を
導
く
主
導
的
な
役
割
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
が
ど
の
よ
う
に
在
家
社
会
に

受
容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
玄
枢
』
序

文
を
草
し
た
菅
原
是
善
や
、
円
仁
『
顕
揚
大
戒
論
』
序
を
草
し
た
道
真
、

一
〇
世
紀
に
は
、
宋
代
の
士
大
夫
ら
が
始
め
た
念
仏
結
社
と
い
う
、
新
し

い
中
国
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
文
人
官
僚
ら
が
参
加
し
創
始
さ
れ
た
勧

学
会
の
活
動
な
ど）
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、
願
文
の
作
成
者
で
あ
る
文
人
官
僚
は
仏
教
教
義
や
天

台
教
学
な
ど
に
造
詣
が
深
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
願

主
の
閲
覧
・
認
証
を
経
て
願
文
が
法
会
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
在
家
社
会
で
も
仏
教
教
義
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
必
要
不

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
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〇
一
〇
年
三
月
）

一
五
四

お
わ
り
に

　

経
典
に
記
さ
れ
て
い
た
五
障
や
女
性
蔑
視
的
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
文
言

は
、
仏
教
に
よ
る
女
性
差
別
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
五
障
は

悟
り
の
妨
げ
や
煩
悩
と
い
う
意
味
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉
を
女
性

が
用
い
る
の
は
、
真
理
の
完
成
者
で
あ
る
仏
に
対
し
、
自
ら
は
未
完
成
な

存
在
（
煩
悩
を
有
す
る
者
）
で
あ
る
こ
と
を
懺
悔
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
っ
た
。
同
時
に
、
五
障
と
い
う
言
葉
が
も
つ
竜
女
の
即
身
成
仏
を
想
起

さ
せ
る
意
味
に
着
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
願
文
に
は
、
男
女
に

関
係
な
く
誓
願
を
立
て
、
利
他
行
を
実
践
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
い
う
共
通
認
識
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
認
識
は
、
自
己
が
煩
悩
と
い

う
意
味
で
の
五
障
を
持
つ
と
自
覚
し
、
仏
に
懺
悔
す
る
こ
と
、
竜
女
の
よ

う
に
菩
提
心
を
発
せ
ば
即
身
成
仏
が
実
現
さ
れ
る
と
す
る
智
顗
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
『
法
華
経
』
理
解
が
、
中
国
・
日
本
に
普
及
し
て
い
っ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
女
性
は
、
五
障
や
竜
女
と
い
っ
た
言
葉
を
積

極
的
に
願
文
に
用
い
た
の
は
、
現
世
と
来
世
を
通
し
て
よ
り
完
全
な
利
他

行
を
行
う
と
い
う
目
的
の
た
め
で
あ
っ
た）
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以
上
の
よ
う
に
平
安
期
の
人
々
は
、「
女
性
は
五
障
だ
か
ら
成
仏
で
き

な
い
」
と
い
う
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
問
題
は
、

仏
教
が
女
性
を
差
別
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
議
論
が
、
男

女
間
に
は
客
観
的
な
生
物
学
的
差
異
が
実
体
的
に
あ
る
と
い
う
近
代
的
思

考
の
視
点
で
な
さ
れ
て
き
た
我
々
の
側
に
あ
る
。
様
々
な
学
問
分
野
の
中

で
議
論
さ
れ
て
き
た
男
女
の
間
の
客
観
的
・
生
物
学
的
差
異
や
男
女
差
別

は
、
男
女
双
方
が
同
じ
こ
と
が
出
来
な
く
て
は
い
け
な
い
、
も
し
く
は
男

女
間
に
は
絶
対
的
平
等
が
あ
る
と
い
う
近
代
的
思
考
を
思
想
背
景
に
誕
生

し
た
概
念
で
あ
り
、
近
代
社
会
で
の
み
通
用
で
き
る
問
題
で
あ
る）
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重
要
な
の
は
、
願
文
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
前
近
代
社
会
で
は

す
べ
て
の
人
に
身
分
と
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相
互
に

依
存
し
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
よ
う
な
社
会
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
へ

の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
の
あ
り
方
は
、
現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
生
き
て
い
る
し
、
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
。

　

②
「
安
氏
諸
大
夫
先
妣
の
為
の
法
華
会
を
修
す
る
願
文
」
で
「
生
の
生

た
る
所
以
や
、
天
地
に
始
ま
り
、
父
母
に
終
ふ
」
と
母
か
ら
子
へ
託
さ
れ

た
一
文
か
ら
も
、
出
家
者
だ
け
で
な
く
在
家
者
の
中
で
、
一
切
衆
生
が
相

関
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
起
す
る
と
い
う
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
縁
起
の

相
互
依
存
の
関
係
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
で
生
き
る
前
近
代
社
会
の
人
に
と
っ
て
、
仏
教

を
理
解
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
解
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
） 
川
口
久
雄
校
注
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
五
五

七
二
）。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
願
文
は
在
家
者
の
中
で
仏
教
が

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
有
益
な
史
料
と
い
え
る
。
工

藤
美
和
子
『
平
安
期
の
願
文
と
仏
教
的
世
界
観
』（
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
2
） 
笠
原
一
男
『
女
人
往
生
思
想
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）、

岩
本
裕
『
仏
教
と
女
性
』（
第
三
文
明
社
、
一
九
八
〇
年
）、
西
口
順
子

『
女
の
力―
古
代
の
女
性
と
仏
教
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）、
大
隅
和

雄
・
西
口
順
子
編
『
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
』
全
四
巻
（
平
凡
社
、
一
九

八
九
年
）、
日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
と
女
性
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九

一
年
）、
平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』（
塙
書
房
、
一
九
九
二

年
）、
勝
浦
令
子
『
女
の
信
心―

妻
が
出
家
を
し
た
時
代
』（
平
凡
社
、
一

九
九
五
年
）、
西
口
順
子
編
『
仏
と
女
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、

総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
女
性
と
宗
教
』（
日
本
女
性
史
論
集
五
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、
吉
田
一
彦
・
西
口
順
子
・
勝
浦
令
子
『
日
本

史
の
中
の
女
性
と
仏
教
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）、
勝
浦
令
子
『
日
本

古
代
の
僧
尼
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
田
上
太
秀
『
仏

教
と
女
性―

イ
ン
ド
仏
典
が
語
る
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
四
年
）
等
を

参
照
。

（
3
） 

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
小
野
坂
・
ル
パ
ー
ト
「
恩
を
め
ぐ
る
語
り
と
変
遷―

中

世
前
期
の
日
本
仏
教
再
考
の
た
め
に
」（『
文
学
』
二
〇
〇
七
年
一
二
・
一

月
号
）。

（
4
） 

東
舘
紹
見
「
天
暦
造
像
と
応
和
の
大
般
若
経
供
養
会―

社
会
・
国
家
の

変
化
と
、
興
隆
・
呼
応
の
場
と
し
て
の
講
会
の
創
始
」（
伊
藤
唯
真
編

『
空
也
』
日
本
の
名
僧
五
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
5
） 

大
正
蔵
第
二
巻
・
№
九
九
・
一
八
九
頁
下
。

（
6
） 

大
正
蔵
第
一
一
巻
・
№
三
一
〇
・
一
六
頁
上
。

（
7
） 

大
正
蔵
第
三
〇
巻
・
№
一
五
七
九
・
八
六
六
頁
上
。

（
8
） 

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
』（
岩
波
文
庫
）。

（
9
） 

植
木
雅
俊
『
仏
教
の
な
か
の
男
女
観
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
四
年
）。

（
10
） 

兼
子
鐵
秀
「
安
然
和
尚
の
法
華
龍
女
成
佛
義
」（『
叡
山
学
院
研
究
紀

要
』
一
〇
号　

一
九
八
九
年
）、
大
久
保
良
峻
「
天
台
教
学
に
お
け
る
龍

女
成
仏
」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
四
号　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
）。

（
11
） 

大
正
蔵
第
三
三
巻
・
№
一
七
一
六
・
六
八
二
頁
上
。

（
12
） 

大
正
蔵
第
三
三
巻
・
№
一
七
一
七
・
八
一
九
頁
上
。

（
13
） 

日
本
大
蔵
経
第
七
七
巻
・
一
四
九
頁
。

（
14
） 

大
正
蔵
第
七
四
巻
・
№
二
三
六
六
・
二
六
四
頁
中
。

（
15
） 

大
正
蔵
第
五
七
巻
・
№
二
二
〇
一
・
二
頁
下
。

（
16
） 

大
正
蔵
第
五
六
巻
・
№
二
一
九
六
・
四
八
三
頁
中
。

（
17
） 

大
正
蔵
第
一
六
巻
・
№
六
六
五
・
四
二
五
頁
中
。

（
18
） 

大
正
蔵
第
五
六
巻
・
№
二
一
九
六
・
六
四
八
頁
中
。

（
19
） 

大
曾
根
章
介
校
注
『
本
朝
文
粋
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
七
）。

（
20
） 

尊
子
＝
菩
薩
の
化
身
は
、
園
城
寺
の
学
僧
千
観
（
九
一
八
〜
九
八
四
）

『
十
願
発
心
記
』「
第
二
願
」
の
極
楽
浄
土
に
往
生
し
不
退
転
の
菩
薩
と

な
っ
て
還
相
廻
向
す
る
と
い
う
利
他
行
と
共
通
し
て
い
る
。
二
葉
憲
香

「
空
也
浄
土
教
に
つ
い
て―

千
観
と
の
共
通
性
を
通
じ
て
」（
藤
島
宏
達
・

宮
崎
圓
遵
編
『
日
本
浄
土
教
史
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
九
年
）、

佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九
七
九
年
）、
岩
田
茂

樹
「
上
品
上
生
来
迎
図
の
成
立―

そ
の
思
想
と
性
格
」（『
文
化
学
年
報
』

第
三
六
号
、
一
九
八
七
年
三
月
）
を
参
照
。

（
21
） 

六
地
蔵
寺
本
叢
刊
第
三
巻
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』（
汲
古
書
院
、
一

九
八
四
年
）
引
用
。
な
お
、
平
泉
澄
校
勘
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』（
至

文
堂
、
一
九
二
九
年
）
も
適
宜
参
照
し
た
。

（
22
） 

新
訂
増
補
国
史
大
系
第
三
〇
巻
。

（
23
） 
小
原
仁
『
文
人
貴
族
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
吉
村



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

第
十
七
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）

一
五
六

稔
子
「
三
千
院
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
考―

来
迎
図
の
成
立
に
関
す
る
一
考

察
」（『
美
術
史
』
一
六
一
号
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）。

（
24
） 

野
村
育
世
氏
は
、
鎌
倉
期
以
降
は
願
文
・
表
白
・
寄
進
状
の
中
で
男
性

願
主
（
施
主
）
が
積
極
的
に
五
障
や
竜
女
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
成
仏
を
願

う
と
い
う
内
容
が
多
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
野

村
育
世
『
仏
教
と
女
の
精
神
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
25
） 

ジ
ェ
ー
ン
・
W
・
ス
コ
ッ
ト
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
歴
史
学
』（
荻
野
美
穂

訳
、
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
）、
上
野
千
鶴
子
「
歴
史
学
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム―

「
女
性
史
」
を
超
え
て
」（
岩
波
講
座
『
日
本
通
史
・
別
巻
一
』
岩

波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
稲
城
正
己
「
菩
薩
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー―

菅
原
道

真
の
願
文
と
女
人
成
仏
」（
朝
枝
善
昭
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

『
仏
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
く
ど
う　

み
わ
こ　

嘱
託
研
究
員
）

二
〇
〇
九
年
十
一
月
十
日
受
理



平
安
期
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
に
つ
い
て
（
工
藤
美
和
子
）

一
五
七

〈Summary〉

Buddhism and Women in the Heian Era: Ganmon

KUDOH Miwako

This article is to discuss the problem between women and Buddhism in the Heian Era by a 

discussion of the term 五障 , which means fi ve obstacles of women. 五障 is written down in the 

Lotus Sutra, which is considered as sexism conventionally. The problem of the difference 

（gender） between men and women is discussed in modern society. In spite of this, an obstacle 

exists in understanding the situation of the women in the Heian Era. This problem is discussed in 

two ways:

① A study of this term in the Lotus Sutra and its interpretation. 

② A reconsideration of the original meaning and the meaning of 五障 written in the document 

of the oath to Buddha and in the documents of the vow of 五障 in the Heian Era.

I want to reconsider the meaning of the words called 五障 mainly as to the above-mentioned 

two points. And I want to consider what kind of understanding was held about the role of the 

Buddhism of women in the Heian Era.

It will develop that the women of the Heian era did not suffer sexism by the above-mentioned 

point of view. And I offer a new viewpoint about the role （positioning as Buddha and the 

Bodhisattva） that women were assigned.

Key words: women, Buddhism, vow
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